
 

薬生総発０８０９第２号 

令 和 ４ 年 ８ 月 ９ 日 

 

   都 道 府 県 

各 保健所設置市 衛生主管部（局）長 殿 

   特 別 区 

 

厚生労働省医薬・生活衛生局総務課長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

「「オンライン診療の適切な実施に関する指針」に基づき 

緊急避妊薬の調剤が対応可能な薬剤師及び薬局の一覧の公表について」 

の一部改正について 

 

 

医薬行政の推進につきましては、平素から格別の御高配を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。 

緊急避妊に係る診療の提供体制の整備に関する取組については、「「オンライン診

療の適切な実施に関する指針」を踏まえた緊急避妊に係る診療の提供体制整備に関す

る薬剤師の研修について（依頼）」（令和２年１月 17 日付け薬生総発 0117 第７号厚

生労働省医薬・生活衛生局総務課長通知）に基づき緊急避妊薬を調剤する薬剤師に対

して研修を実施することとしています。また、「「オンライン診療の適切な実施に関

する指針」に基づき緊急避妊薬の調剤が対応可能な薬剤師及び薬局の一覧の公表につ

いて」（令和２年４月２日付け薬生総発 0402 第２号厚生労働省医薬・生活衛生局総

務課長通知。以下「一覧公表通知」という。）に基づき、当該研修を修了した薬剤師

等の一覧の情報を厚生労働省のホームページにおいて公表しているところです。 

今般、オンライン診療を行う医師及び緊急避妊薬の処方・調剤を求める患者が、緊

急避妊薬の調剤が対応可能な薬剤師及び薬局を確認する際の利便性の観点から、一覧

の形式を改めて薬局ごとに情報を掲載するとともに、一覧公表通知を下記のとおり改

正することとしましたので、御了知いただくとともに、当該内容について、貴管下の

薬局、関係団体等に対し周知をお願いします。 

なお、一覧に掲載されている薬局におかれましては、緊急避妊薬の調剤に関する体

制を確実に整備するとともに、薬局及び薬剤師の一覧に掲載されている情報に変更が

生じた場合や、薬局内に研修を修了した薬剤師が在籍しなくなるなど「オンライン診

療の適切な実施に関する指針」に基づいた緊急避妊薬の調剤対応ができなくなる場合

は速やかに届け出るよう、御留意をお願いいたします。 



 

記 

 

一覧公表通知の一部を別添のとおり改正する。 



 

（別添） 

 

改正後 改正前 

１ （略） 

 

２ 公表された薬剤師及び薬局における留意事項 

（１）公表された薬剤師及び薬局においては、薬剤師が「オンライン

診療の適切な実施に関する指針」（令和元年７月 31 日付け医政発

0731 第７号厚生労働省医政局長通知。以下「指針」という。）に基づ

き調剤等を行うために、緊急避妊薬の備蓄、患者のプライバシーへ

の十分な配慮、緊急避妊薬を服用するための飲料水の確保等に対応

できるような体制を整備すること。 

（２） （略） 

（３）薬局は、当該薬局又は当該薬局に所属する薬剤師について、薬

局及び薬剤師の一覧に掲載されている情報に変更があった場合に

は、別添２の様式を用いて、薬局が所在する都道府県の都道府県薬

剤師会に速やかに届け出ること。都道府県薬剤師会においては、届

出を受理した後、１（１）の提出先に当該内容を電子媒体で提出す

ること。 

１ （略） 

 

２ 公表された薬剤師及び薬局における留意事項 

（１）公表された薬剤師及び薬局においては、薬剤師が「オンライン

診療の適切な実施に関する指針」（令和元年７月 31 日付け医政発

0731 第７号厚生労働省医政局長通知。）（以下「指針」という。）に基

づき調剤等を行うために、緊急避妊薬の備蓄、プライバシーへの十

分な配慮、緊急避妊薬を服用するための飲料水の確保等に対応でき

るような体制を整備すること。 

（２） （略） 

（３）研修を修了した薬剤師は、薬剤師等の一覧に掲載されている情

報に変更があった場合には、別添２の様式を用いて、研修を受講し

た都道府県薬剤師会に速やかに届け出ること。都道府県薬剤師会に

おいては、届出を受理した後、１（１）の提出先に当該内容を電子

媒体で提出すること。 

 

 



 

薬生総発 0402 第２号 

令 和 ２ 年 ４ 月 ２ 日 

 

   都 道 府 県 

各 保健所設置市 衛生主管部（局）長 殿 

   特 別 区 

 

厚生労働省医薬・生活衛生局総務課長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

「オンライン診療の適切な実施に関する指針」に基づき 

緊急避妊薬の調剤が対応可能な薬剤師及び薬局の一覧の公表について 

 

 

医薬行政の推進につきましては、平素から格別の御高配を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。 

緊急避妊に係る診療の提供体制の整備に関する取組については、「「オンライン診

療の適切な実施に関する指針」を踏まえた緊急避妊に係る診療の提供体制整備に関す

る薬剤師の研修について（依頼）」（令和２年１月 17 日付け薬生総発 0117 第７号厚

生労働省医薬・生活衛生局総務課長通知。以下「研修通知」という。）に基づき緊急

避妊薬を調剤する薬剤師に対して研修を実施することとしています。 

今般、厚生労働省のホームページにおいて公表する緊急避妊薬の調剤が対応可能な

薬剤師及び薬局の一覧（以下「薬剤師等の一覧」という。）について、下記のとおり

取り扱うこととしましたので、御了知いただくとともに、当該内容について、貴管下

の薬局、関係団体等に対し周知をお願いします。 

なお、下記については、現時点における暫定的な取扱いであり、取扱いを変更する

際には、当職より別途通知することとするので、御留意いただくようお願いします。 

 

記 

 

１ 公表方法 

（１）薬剤師等の一覧は、研修通知に基づき実施した都道府県薬剤師会が、別添１の

様式で作成し、厚生労働省の以下の提出先に電子媒体で提出すること。 

 

 

 

 



 

薬生総発 0402 第２号 

令 和 ２ 年 ４ 月 ２ 日 

 

   都 道 府 県 

各 保健所設置市 衛生主管部（局）長 殿 

   特 別 区 

 

厚生労働省医薬・生活衛生局総務課長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

「オンライン診療の適切な実施に関する指針」に基づき 

緊急避妊薬の調剤が対応可能な薬剤師及び薬局の一覧の公表について 

 

 

医薬行政の推進につきましては、平素から格別の御高配を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。 

緊急避妊に係る診療の提供体制の整備に関する取組については、「「オンライン診

療の適切な実施に関する指針」を踏まえた緊急避妊に係る診療の提供体制整備に関す

る薬剤師の研修について（依頼）」（令和２年１月 17 日付け薬生総発 0117 第７号厚

生労働省医薬・生活衛生局総務課長通知。以下「研修通知」という。）に基づき緊急

避妊薬を調剤する薬剤師に対して研修を実施することとしています。 

今般、厚生労働省のホームページにおいて公表する緊急避妊薬の調剤が対応可能な

薬剤師及び薬局の一覧（以下「薬剤師等の一覧」という。）について、下記のとおり

取り扱うこととしましたので、御了知いただくとともに、当該内容について、貴管下

の薬局、関係団体等に対し周知をお願いします。 

なお、下記については、現時点における暫定的な取扱いであり、取扱いを変更する

際には、当職より別途通知することとするので、御留意いただくようお願いします。 

 

記 

 

１ 公表方法 

（１）薬剤師等の一覧は、研修通知に基づき実施した都道府県薬剤師会が、別添１の

様式で作成し、厚生労働省の以下の提出先に電子媒体で提出すること。 

 

 

 

 



 

（提出先） 

 厚生労働省医薬・生活衛生局総務課 

 TEL  03-3595-2377 

 Email ISESOMU@mhlw.go.jp 

  ※提出に当たっては、件名を「緊急避妊薬の調剤が対応可能な薬剤師及び薬局の

一覧」とすること。 

 

（２）厚生労働省は、（１）の内容を踏まえ、患者が緊急避妊薬の調剤を受ける薬局を

選択するに当たって必要な情報を厚生労働省のホームページにおいて公表する

こと。 

 

（掲載先） 

厚生労働省ホームページ「緊急避妊に係る取組について」 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000186912_00002.html 

 

２ 公表された薬剤師及び薬局における留意事項 

（１）公表された薬剤師及び薬局においては、薬剤師が「オンライン診療の適切な実

施に関する指針」（令和元年７月 31 日付け医政発 0731 第７号厚生労働省医政局

長通知。）（以下「指針」という。）に基づき調剤等を行うために、緊急避妊薬の

備蓄、プライバシーへの十分な配慮、緊急避妊薬を服用するための飲料水の確保

等に対応できるような体制を整備すること。 

（２）指針に基づき薬局で調剤等を行う場合は、薬剤師等の一覧に掲載された研修を

修了した薬剤師が対応すること。 

（３）研修を修了した薬剤師は、薬剤師等の一覧に掲載されている情報に変更があっ

た場合には、別添２の様式を用いて、研修を受講した都道府県薬剤師会に速やか

に届け出ること。都道府県薬剤師会においては、届出を受理した後、１（１）の

提出先に当該内容を電子媒体で提出すること。 

 

mailto:ISESOMU@mhlw.go.jp
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000186912_00002.html


薬剤師

連番
都道府県
番号

都道府県 薬局名 郵便番号
薬局所在地
(市郡区以降)

電話番号 FAX番号 開局時間
時間外対応
の有無

時間外の電話番号
研修を修了した
薬剤師氏名

薬剤師名簿
登録番号

研修修了
年月日

研修修了者名簿

薬局

別添１



連番
都道府県
番号

都道府県 薬局名 郵便番号
薬局所在地
(市郡区以降)

電話番号 FAX番号 開局時間
時間外対応
の有無

時間外の電話番号
研修を修了した
薬剤師氏名

薬剤師名簿
登録番号

研修修了
年月日

（例） 13 東京都 ●●薬局 xxx-xxxx 新宿区四谷x-x-x xx-xxxx-xxxx xx-xxxx-xxxx
月～金8：00～17：00
土8：00～13：00

有 xx-xxxx-xxxx ●●　●● xxxxxxx 2020/xx/xx

新規研修修了者一覧

薬局 薬剤師

＜都道府県薬剤師会→厚生労働省＞

別添１



 

「オンライン診療に係る緊急避妊薬の調剤が対応可能な 

薬局及び薬剤師の一覧」 変更届 
【届出日】 

令和  年  月  日 

 

【薬局名等】 

薬局名             所在地                 

 

管理薬剤師名              

 

【変更内容】(変更が生じたすべての項目について記載すること) 

一覧の項目名 変更前 変更後 

ア.薬局名   

イ.郵便番号   

ウ.薬局所在地   

エ.電話番号   

オ.FAX 番号   

カ.開局時間  

 

 

キ.時間外対応の有無   

ク.時間外の電話番号   

ケ.研修を修了した 

薬剤師人数 

  

コ.研修を修了した 

薬剤師氏名 

 

 

 

 

 

（変更年月日：   年  月  日） 

※変更届は、薬剤師が研修を受講した都道府県薬剤師会ではなく、薬局が所在する都道府県の

都道府県薬剤師会に提出すること。 

※薬剤師が研修を受講した都道府県薬剤師会と、薬局が所在する都道府県の都道府県薬剤師会

が異なる場合には、当該薬剤師が研修修了者であることを証明する書類の写しをあわせて提

出すること。 

※研修修了者の異動・休職・退職等により薬局に研修修了者が在籍しなくなる、薬局に緊急避

妊薬を備蓄しなくなるなどの場合においては、「ア.薬局名」の「変更後」の欄に「一覧から

削除」と記載すること。 

別添２ 
＜薬局→都道府県薬剤師会＞ 


